
別紙１　料金表（訪問介護）

余土訪問介護

※介護保険の支給限度額を超過したご利用分（加算分を含む）は、全額利用者負担となります。

※実際の負担額は加算種別、日数等により変更となります。

【基本部分】

１割 ２割 ３割

昼間 １６３ １,６３０ １６３ ３２６ ４８９

早朝夜間 ２０４ ２,０４０ ２０４ ４０８ ６１２

深夜 ２４５ ２,４５０ ２４５ ４９０ ７３５

昼間 ２４４ ２,４４０ ２４４ ４８８ ７３２

早朝夜間 ３０５ ３,０５０ ３０５ ６１０ ９１５

深夜 ３６６ ３,６６０ ３６６ ７３２ １,０９８

昼間 ３８７ ３,８７０ ３８７ ７７４ １,１６１

早朝夜間 ４８４ ４,８４０ ４８４ ９６８ １,４５２

深夜 ５８１ ５,８１０ ５８１ １,１６２ １,７４３

昼間 ５６７ ５,６７０ ５６７ １,１３４ １,７０１

早朝夜間 ７０９ ７,０９０ ７０９ １,４１８ ２,１２７

深夜 ８５１ ８,５１０ ８５１ １,７０２ ２,５５３

１時間３０分以上

※１緊急時訪問介護加算の算定時に限り、身体介護の２０分未満に引き続き、生活援助を行うことが可能。

１割 ２割 ３割

昼間 １７９ １,７９０ １７９ ３８５ ５３７

早朝夜間 ２２４ ２,２４０ ２２４ ４４８ ６７２

深夜 ２６９ ２,６９０ ２６９ ５３８ ８０７

昼間 ２２０ ２,２００ ２２０ ４４０ ６６０

早朝夜間 ２７５ ２,７５０ ２７５ ５５０ ８２５

深夜 ３３０ ３,３００ ３３０ ６６０ ９９０

１割 ２割 ３割

昼間 ６５ ６５０ ６５ １３０ １９５

早朝夜間 ８１ ８１０ ８１ １６２ ２４３

深夜 ９８ ９８０ ９８ １９６ ２９４

昼間 １３０ １,３００ １３０ ２６０ ３９０

早朝夜間 １６３ １,６３０ １６３ ３２６ ４８９

深夜 １９５ １,９５０ １９５ １９５ ５８５

２５分を増すごとに

２０分以上

４５分以上

2024年7月

２０分未満

２０分以上

３０分未満

３０分以上

１時間未満

利用者負担額

身体介護

サービス

提供時間
時間帯 単位数

１回あたり

の利用料

５６７単位に３０分増すごとに＋８２単位

１時間以上

１時間３０分未満

・昼間→８：００～１８：００　　　　　　　　　　　　・早朝→６：００～８：００

・夜間→１８：００～２２：００　　　　　　　　　　　・深夜→２２：００～翌６：００

生活援助

サービス

提供時間
時間帯 単位数

１回あたり

の利用料

20分以上の

身体介護に

引き続き生活

援助を行った

場合

２０分以上

４５分以上

プラス６５単位（１９５単位を限度）

サービス

提供時間
時間帯 単位数

１回あたり

の利用料

利用者負担額

利用者負担額



【その他の費用】

通常の事業の実施地域を越える場合の交通費 　　　　　　　　片道１ｋｍごとに５００円

【加算】

　※特定事業所加算（Ⅱ）、介護職員等処遇改善加算（Ⅰ）の取得要件は別紙２参照

【減算について】

サービス利用の予約取消し

(キャンセル）

サービス利用の前営業日の１７時以降の連絡　：　１５００円/回

※急病等のやむを得ない理由の場合にはキャンセル料は徴収いたしません。

単位数

（１回）✕２倍

体制・人材の確保※特定事業所加算（Ⅱ）

緊急時訪問介護加算

加算の種類 加算要件

以下の要件に合致し２人の訪問介護員でサー

ビスを提供した場合

イ．利用者の身体的理由により一人の訪問

　介護員等による訪問介護が困難と認め

　られる場合

ロ．暴力行為、著しい迷惑行為、器物破損

　行為等が認められる場合

ハ．その他利用者の状況等から判断して、

　イまたはロに準ずると認められる場合

２人訪問介護員による場合

利用者又は家族等からの要請に基づき、サービ

ス提供責任者が介護支援専門員と連携して、緊

急に計画外の身体介護を行った場合

（１回）ー１/１００

初回加算

新規の訪問介護計画を作成した利用者に対して

サービス提供責任者が初回または初回の訪問介

護を行った日の属する月に訪問しサービスを実

施した場合又は訪問介護員等がサービスを提供

する際、サービス提供責任者が同行した場合

（１月）＋２００

（１回）＋１０/１００

単位数の総合計（１ヵ月）に２４．５％の加算

（１回）✕９０/１００

高齢者虐待防止措置未実施減算

（１回）＋１００

事業所と同一建物に居住する利用者又はこれ以外の同一の

建物に居住する利用者２０名以上にサービスを行う場合

※介護職員等処遇改善加算（Ⅰ）



別紙２

余土訪問介護は下記の項目を実施し特定事業所加算（Ⅱ）と介護職員等処遇改善加算（Ⅰ）を取得しています。

　●特定事業所加算（Ⅱ）の要件

下記の体制と人員を満たしています

【体制】

・訪問介護員等・サービス提供責任者ごとに作成された研修計画に基づく研修の実施

・利用者に関する情報又はサービス提供に当たっての留意事項の伝達等を目的とした会議の定期的な開催

・利用者情報の文書等による伝達、訪問介護員等からの報告

・健康診断等の定期的な実施

・緊急時等における対応方法の明示

【人員】

・訪問介護員等のうち介護福祉士の占める割合が30％以上

　●介護職員等処遇改善加算（Ⅰ）の算定要件

・キャリアパス要件Ⅰ（※１）、キャリアパス要件Ⅱ（※２）、職場環境等要件（※３）などを満している

・処遇改善計画書を作成し、提出している

・賃金改善を行う方法等について計画書を用いて職員に周知している

・介護職員等処遇改善加算の算定額に相当する賃金改善を実施している

・処遇改善実績報告書を作成し、提出している

・労働保険に加入し、労働保険料を適正に納付している

・労働基準法、労働災害補償保険法、最低賃金法、労働安全衛生法、雇用保険法その他の労働に関する

　法令に違反して（罰金以上の刑に処せられて）いない

【キャリアパス要件Ⅰ】※１

以下の要件をすべて満たしています

・介護職員の任用の際における職位、職責又は職務内容等に応じた任用等の要件（介護職員の賃金に関す

　るものを含む）を定めている

・上記の職位、職責又は職務内容等に応じた賃金体系（一時金等の臨時的に支払われるものを除く）

　について定めている

・上記2項目の内容について就業規則等の明確な根拠規程を書面で整備し、全ての介護職員に周知している

【キャリアパス要件Ⅱ】※２

以下の要件をすべて満たして従業者に周知している

・介護職員の職務内容等を踏まえ、介護職員と意見を交換しながら、資質向上の目標及び下記のいずれかに掲げる

　事項に関する具体的な計画を策定し、当該計画に係る研修の実施又は研修の機会を確保している

・資質向上のための計画に沿って、研修機会の提供又は技術指導等を実施（OJT、OFF-JT等）するとともに

　介護職員の能力評価を行っている

・資格取得のための支援（研修受講のための勤務シフトの調整、休暇の付与、費用（交通費、受講料等）の援助等）

　を実施している

【職場環境等要件】（※３）

下記を事項を整備し、計画の期間中に実施する以下の項目の処遇改善（賃金改善を除く）

の内容を全ての従業者に周知している

・他産業からの転職者、主婦層、中高年齢者等、経験者・有資格者等にこだわらない幅広い採用の仕組みの構築

・働きながら介護福祉士取得を目指す者に対する実務者研修受講支援や、より専門性の高い介護技術を取得しよう

　とする者に対する喀痰吸引、認知症ケア、サービス提供責任者研修、中堅職員に対するマネジメント研修の受講

　支援等

・有給休暇が取得しやすい環境の整備

・雇用管理改善のための管理者に対する研修等の実施

・ミーティング等による職場内コミュニケーションの円滑化による個々の介護職員の気づきを踏まえた勤務環境や

　ケア内容の改善

・利用者本位のケア方針など介護保険や法人の理念等を定期的に学ぶ機会の提供



別紙１　料金表（介護予防型訪問サービス）

余土訪問介護

※介護保険の支給限度額を超過したご利用分（加算分を含む）は、全額利用者負担となります。

※実際の負担額は加算種別、日数等により変更となります。

【基本部分】

１割 ２割 ３割

１割 ２割 ３割

【その他の費用】

通常の事業の実施地域を越える場合の交通費 　　　　　　　　片道１ｋｍごとに５００円

※介護予防型訪問サービスの月額報酬の方は１ヵ月毎の定額制のためキャンセル料は発生しません。

【加算】

※介護職員等処遇改善加算（Ⅰ）の取得要件は裏面を参照

【減算について】

訪問型独自高齢者虐待防止未実施減算１３

訪問型独自高齢者虐待防止未実施減算１１ １ヵ月ー１２単位　【該当なし】

訪問型独自高齢者虐待防止未実施減算１２ １ヵ月ー２３単位　【該当なし】

１ヵ月ー３７単位　【該当なし】

１１,１８１
訪問型独自

サービス１３

１週に２回を超える

程度の場合
３,７２７ ３７,２７０ ３,７２７ ７,４５４

初回加算 （１月）＋２００

※介護職員等処遇改善加算（Ⅰ） 単位数の総合計（１ヵ月）に２４．５％の加算

事業所と同一建物に居住する利用者又はこれ以外の同一の

建物に居住する利用者２０名以上にサービスを行う場合

新規の介護予防型訪問サービス計画を作成した利用者

に対して、サービス提供責任者が初回または初回の訪

問介護を行った日の属する月に訪問しサービスを実施

した場合又は訪問介護員等がサービスを提供する際、

サービス提供責任者が同行した場合

（１回）✕９０/１００

サービス利用の予約取消し

（キャンセル料）

サービス利用の前営業日の１７時以降の連絡　：　１５００円/回

　　　　※急病等のやむを得ない理由の場合にはキャンセル料は徴収い

　　　　　たしません。

加算の種類 加算要件 単位数

訪問型独自高齢者虐待防止未実施減算２１ １回ー３単位　【該当なし】

単位数
１回の

利用料

利用者負担金

訪問型独自

サービス２１

標準的な内容の訪問型

サービスを行った場合
２８７ ２,８７０ ２８７ ５７４ ８６１

サービス名 頻度

１１,７６０ １,１７６ ２,３５２ ３,５２８

２,３４９ ２３,４９０ ２,３４９ ４,６９８ ７,０４７

訪問型独自

サービス１１

訪問型独自

サービス１２

１週に１回程度の場合

 １週に２回程度の場合

１,１７６

2024年7月

サービス名 頻度 単位数
１ヵ月の

利用料

利用者負担金



裏面

余土訪問介護は下記の項目を実施し介護職員等処遇改善加算（Ⅰ）を取得しています。

　●介護職員等処遇改善加算（Ⅰ）の算定要件

・キャリアパス要件Ⅰ(※１）、キャリアパス要件Ⅱ（※２）、職場環境等要件（※３）などを満たしている

・処遇改善計画書を作成し、提出している

・賃金改善を行う方法等について計画書を用いて職員に周知している

・介護職員等処遇改善加算の算定額に相当する賃金改善を実施している

・処遇改善実績報告書を作成し、提出している

・労働保険に加入し、労働保険料を適正に納付している

・労働基準法、労働災害補償保険法、最低賃金法、労働安全衛生法、雇用保険法その他の労働に関する

　法令に違反して（罰金以上の刑に処せられて）いない

【キャリアパス要件Ⅰ】（※１）

以下の要件をすべて満たしています

・介護職員の任用の際における職位、職責又は職務内容等に応じた任用等の要件（介護職員の賃金に関す

　るものを含む）を定めている

・上記の職位、職責又は職務内容等に応じた賃金体系（一時金等の臨時的に支払われるものを除く）

　について定めている

・上記2項目の内容について就業規則等の明確な根拠規程を書面で整備し、全ての介護職員に周知している

【キャリアパス要件Ⅱ】（※２）

以下の要件をすべて満たして従業者に周知している

・介護職員の職務内容等を踏まえ、介護職員と意見を交換しながら、資質向上の目標及び下記のいずれかに掲げる

　事項に関する具体的な計画を策定し、当該計画に係る研修の実施又は研修の機会を確保している

・資質向上のための計画に沿って、研修機会の提供又は技術指導等を実施（OJT、OFF-JT等）するとともに

　介護職員の能力評価を行っている

・資格取得のための支援（研修受講のための勤務シフトの調整、休暇の付与、費用（交通費、受講料等）の援助等）

　を実施している

【職場環境等要件】（※３）

下記を事項を整備し、計画の期間中に実施する以下の項目の処遇改善（賃金改善を除く）

の内容を全ての従業者に周知している

・他産業からの転職者、主婦層、中高年齢者等、経験者・有資格者等にこだわらない幅広い採用の仕組みの構築

・働きながら介護福祉士取得を目指す者に対する実務者研修受講支援や、より専門性の高い介護技術を取得しよう

　とする者に対する喀痰吸引、認知症ケア、サービス提供責任者研修、中堅職員に対するマネジメント研修の受講

　支援等

・有給休暇が取得しやすい環境の整備

・雇用管理改善のための管理者に対する研修等の実施

・ミーティング等による職場内コミュニケーションの円滑化による個々の介護職員の気づきを踏まえた勤務環境や

　ケア内容の改善

・利用者本位のケア方針など介護保険や法人の理念等を定期的に学ぶ機会の提供


